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工してください。

　（レベルが出ないと踏み鳴りの原因となります。）

• 糊釘併用で施工してください。釘は又釘かスクリュー釘を使用し、接着剤は根

太専用の接着剤をご使用ください。（一般の木工用ボンドは踏み鳴りの原因とな

りますので、使用しないでください。）

• 無垢材の性質上、膨張する場合がありますので、実は強く叩き込みすぎないよ

うにしてください。又、壁部は 3 ～ 5㎜程空かして施工してください。

• 表面は、独自の塗料で仕上げがしてありますので、塗料の重ね塗りは絶対しな

いようにしてください。

　又、無塗装で購入され、施工後塗装をされる場合は実と実の間に塗料が入り込

まないように充分ご注意ください。（塗料が入り込むと、実と実とがくっつき将

来、実が割れることがあります。）

• 施工終了後は、必ず養生してください。

養生テープは必ず専用の床養生テープを

使用し、フローリングには直接貼らない

で下さい。（床養生テープを直接貼り付

けるとフローリングの塗膜が剥がれるお

それがあります。）

ご使用上の注意
• ホットカーペット・温風ヒーター・ストーブなどの熱が直接あたるような使い

方は隙間・反り・表面のワレを引き起こしますので避けてください。これらを

使用される場合は断熱性の高いマットを敷いてご使用ください。

• 日頃のお手入れはカラぶきで、特に汚れがひどい時には、うすめた中性洗剤を

付けた布でふいてください。（ぬれ雑巾は避けてください。）

保管上の注意
• 水がかかりやすい箇所、湿気の強い箇所、直射日光の当たる場所での保管は避

けてください。

• 保管には、水平な場所に同じ高さの３本のリンギを置いて水平に保管してくだ

さい。

施工前の注意
• 無垢フローリングは、一枚一枚色柄が異なりますので、貼り始める前に仮並べ

をし、色・柄のバランスをとって施工してください。万一、色・柄及び品質上、

意にそわない物がありましたらご面倒でもお知らせ下さい。但し施工後におけ

る苦情 • お取替えについては応じかねますので施工前にお問い合わせ下さる様

お願い致します。（特にタテ継ぎ製品については、端に短いものが時々あります

ので、できるだけ壁際や隅の方に使用してください。）

施工上の注意
• 床下の防水を完全に施してください。

• 換気口を十分に設けてください。

　（建築基準法施行令：外壁の床下部に壁の長さ５m 以下毎に 300㎠以上の換気

口設置）

• 必ず耐水、又は構造用合板の捨て貼りをし、合板は 12 ｍｍ以上を使用し、合

板と合板の間は２～３ｍｍ空けて施工してください。又、床下の湿気が多い場合、

特に RC 造の場合は、0.1 ｍｍ厚以上の防水シートを必ず根太と捨て貼り合板の

間にしき込んで施工してください。

• 大引き、根太は必ず乾燥材を使用し、プレーナーで平滑に仕上げてください。

　（乾燥が十分でないと、クラック、反りの原因となります。）

• 大引き間隔は３尺、根太は１尺（303 ｍｍ） とし、レベル（水平）を出して施

フローリングの保管・施工・ご使用上の注意について
日東の無垢フローリングは、空気中の水分を吸収又は放出する働きが有ります。その結果として「膨張」「収縮」
などを生じ施工状況によっては、不具合を引き起こす場合があります。
より良い仕上がりにつなげる為に、下記の要領に則って施工してください。尚、当製品は内装用です。外装には
使用しないでください。

Note

根太貼り

根太
捨て貼り捨て貼り

巾木

ダンボール（L型に折り曲げる）

養生テープ 養生シート
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く突きつけるとモルタル等の湿気により突き上げが起こる恐れがあります。突

きつけには、専用の白ゴムハンマーをご使用下さい。

• フローリング材と壁面は、必ず３mm 以上の隙間をあけて施工して下さい。

• 表面は、独自の塗料で仕上げがしてありますので、塗料の重ね塗りは絶対にし

ないで下さい。

　又、無塗装で購入され、施工後塗装をされる場合は実と実の間に塗料が入り込

まないように充分ご注意ください。（塗料が入り込むと実と実とがくっつき、将

来実が割れることがあります。）

• 施工終了後は、必ず養生して下さい。養生テープは必ず専用の床養生テープを

使用し、フローリングには直接貼らないで下さい。（床養生テープを直接貼り付

けるとフローリングの塗膜が剥がれるおそれがあります。）

保管上の注意
• 水がかかりやすい箇所、湿気の強い箇所、直射日光のあたる場所での保管はさ

けて下さい。

施工前の注意
• 無垢フローリングは、一枚一枚色柄が違いますので、貼り始める前に仮並べをし、

色・柄のバランスをとってから施工して下さい。

施工上の注意
• モルタル下地の場合、モルタルは十分に乾燥し含水率を 5％以下にしてから施

工して下さい。

（乾燥が十分でないと、湿気により製品の突上げ・あばれ・形状変化等を引き起

こす原因となります）

　又、下地の凹凸（不陸）が大きかったり、下地面にゴミやほこりが残っている

場合接着不良の原因となり、踏み鳴りを招きますので、充分なご注意をお願い

します。

凹凸（不陸）は、1m で２mm 以内とし、不陸がそれ以上の場合は必ず事前に

補修をして下さい。

• 結露し易い場所・地域でのご使用はご遠慮下さい。

• 接着剤は、直貼り専用のウレタン系接着剤かエポキシ系接着剤をご使用下さい。

　又、接着剤は専用のクシ目ゴテで塗り広げ、塗り残しやかすれた部分がないよ

うにして下さい。

　施工場所の気温が低い場合（５℃以下）は、硬化不良をまねきますので、施工

は差し控えて下さい。

• フローリング材貼付時は、軽く突きつける程度に施工して下さい。あまりきつ

フローリングの保管 ･ 施工上の注意について
日東の直貼りフローリングは、空気中の水分を吸収又は放出する働きが有ります。
その結果として「膨張」　「収縮」などを生じ施工状況によっては、不具合を引き起こす場合があります。
より良い仕上がりにつなげる為に、下記要領に則って施工して下さい。尚、当製品は内装用です。外装には使用
しないで下さい。

Note

直貼り
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• 大引き間隔は 3 尺、根太は 45mm 角以上を使用し、根太間隔は１尺 （303mm）
とし、レベル（水平）を出して施工してください。

　（レベルが出ないと踏み鳴りの原因となります）
• 糊釘併用で施工してください。釘は又釘かスクリュー釘でしっかりと根太に固

定し、接着剤は根太専用の接着剤を使用してください。（一般の木工用ボンドは
踏み鳴りや熱による密着不良の原因となりますので床暖房専用の耐熱性接着剤
をご使用ください。又、実には、接着剤は絶対使用しないでください）

• 無垢材の性質上、床暖房をかけるとある程度収縮しますので実はキツ目に施工
してください。又、壁部は 3~5mm 程度あけて施工してください。

• 表面は、独自の塗料で仕上げがしてありますので、塗料の重ね塗りは絶対しな
いでください。

　又、無塗装で購入され、施工後塗装をされる場合は実と実の間に塗料が入り込
まないように充分ご注意ください。（塗料が入り込むと、実と実とがくっつき将
来、実が割れることがあります。）

• 施工終了後は、必ず養生してください。養生テープは必ず専用の床養生テープ
を使用し、フローリングには直接貼らないで下さい。　（床養生テープを直接貼
り付けるとフローリングの塗膜が剥がれるおそれがあります。）

ご使用上の注意
• カーペットやストーブなどを常時同じ場所で使用するとその部分だけが高熱と

なり、フローリングの隙間や反りの原因となりますので、カーペットやストー
ブなどは長時間、同じ場所で使用しないでください。できるだけ床暖房用フロー
リングの上には、カーペットなどを敷き詰めないようにしてください。

• 床暖房用フローリングに直接長時間、同じ場所で接すると低温やけどになる恐
れがありますので、同じ場所での長時間使用（睡眠など）は避けてください。

　（特に幼児、お年寄り、泥酔者等は気をつけてください）
• 日頃のお手入れはカラぶきで、特に汚れがひどい時には、うすめた中性洗剤を

つけた布でふいてください。 （ぬれ雑巾は避けてください。）

保管上の注意
• 水がかかりやすい箇所、湿気の強い箇所、直射日光の当たる場所での保管は避

けてください。
• 保管には、水平な場所に同じ高さの３本のリンギを置いて水平に保管してくだ

さい。

施工前の注意
• 無垢フローリングは、一枚一枚色柄が違いますので、貼り始める前に仮並べをし、

色・柄のバランスをとって施工してください。万一、色・柄及び品質上、意に
沿わない物がありましたらご面倒でもお知らせください。但し施工後における
苦情 • お取り替えについては応じかねますので施工前にお問い合わせくださる
様お願い致します。

施工上の注意
• 床暖房用（含水率７％）とサイド用（含水率 12％）を混用しないようにお願い

致します。
• 電気式熱源、温水式熱源のどちらにも使用できますが、温水式小根太タイプ（根

太 12mm タイプ）の場合、施工釘を 45mm 以上のものを使用し、根太本体にしっ
かりと固定して下さい。

• 床下の防水を完全に施してください。
• 換気口を十分に設けてください。
　（建築基準法施行令：外壁の床下部に壁の長さ 5m 以下毎に 300㎠以上の換気口

設置）
• 必ず耐水、又は構造用合板の捨て貼りをし、合板は 12mm 以上を使用し、合板

と合板の間は 2 ～ 3mm あけて施工してください。又、床下の湿気が多い場合
は 0.1mm 厚以上の防水シートを根太と捨て貼り合板の間にしき込んで施工し
てください。

• 大引き、根太は必ず乾燥材を使用し、プレーナーで平滑に仕上げてください。
　（乾燥が十分でないと、クラック・反りの原因となります）

フローリングの保管 ･ 施工 ･ ご使用上の注意について
日東の床暖房用フローリングは、空気中の水分を吸収又は放出する働きが有ります。その結果として「膨張」「収
縮」などを生じ施工状況によっては、不具合を引き起こす場合があります。
より良い仕上がりにつなげる為に、下記の要領に則って施工してください。尚、当製品は内装用です。外装には
使用しないで下さい。

Note

床暖房用
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無
垢
壁
板
・

腰
壁

保管上の注意
• 水がかかりやすい箇所、湿気の強い箇所、直射日光の当たる場所での保管は避

けてください。

• 保管には、水平な場所に同じ高さの３本のリンギを置いて水平に保管してくだ

さい。

施工前の注意
• 無垢壁板は、一枚一枚色柄が異なりますので、貼り始める前に仮並べをし、色・

柄のバランスをとって施工してください。但し施工後における苦情 • お取替え

については応じかねますので施工前にお問い合わせ下さる様お願い致します。

施工上の注意
• 壁内の防水を完全に施してください。特に相対する壁がモルタル等、湿気を有

する場合は充分モルタル等を乾燥の上施工してください。

• 糊釘併用で施工してください。釘は又釘かスクリュー釘を使用し、接着剤は胴

縁専用の接着剤をご使用ください。施工は下から順番に行い、片締めにならな

いように注意し締めつけは左右交互に釘打ちして下さい。

• 胴縁は必ず乾燥材を使用し、プレーナーで平滑に仕上げてください。（乾燥が十

分でないと、スキ間・反りの原因となります。）又、胴縁は 24 ～ 27mm のも

のを使用し、胴縁間隔は 40cm 前後とし、レベル（水平）を出して施工してく

ださい。

• 無垢材の性質上、壁内の湿気が多い時には膨張する場合がありますので、実は

強く叩き込みすぎないようにしてください。

• 表面は、独自の塗料で仕上げがしてありますので、塗料の重ね塗りは絶対しな

いようにしてください。

の保管 ･ 施工 ･ ご使用上の注意について
無垢壁板は、空気中の水分を吸収又は放出する働きが有ります。その結果として「膨張」

「収縮」などを生じ施工状況によっては、不具合を引き起こす場合があります。
より良い仕上がりにつなげる為に、下記の要領に則って施工してください。尚、当製品は内装用です。外装には
使用しないでください。

Note

無垢壁板 ･ 腰壁

やすらぎ（無節）HK-809UAW
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使用上の留意事項
①ホットカーペット・温風ヒーター・ストーブ等の熱が直接あたる使い方は、隙間・

反り・表面割れを引き起こしますので避けて下さい。

　これらを使用される場合は断熱性の高いマットを使用して下さい。

②直射日光があたる場所は、置かれた物品の陰部以外日焼けしますので、カーテ

ンの利用を含め時々設置物品移動をお薦めします。

③外部からの雨水が吹き込む恐れのある場所では床材の表面の劣化が進化するた

め、雨水の吹き込みには日頃から十分ご注意願います。

④車いすを使用しても凹みにくくなっていますが、屋外からご使用になられた車

いすを乗り入れた際、付着した土砂のため表面に傷をつけ凹むことがあります。

⑤塗装硬度は [6H] で仕上げており、凹みには強くなっておりますが、表面に多少

の擦り傷が入る場合があります。（傷が全くつかないということではありません）

⑥金属製や硬質プラスチック製のキャスターのご使用はお控え下さい。1 点に集

中的に力が加わると塗装に傷が入ったり、床材を痛めることがあります。

⑦本製品は天然木の素材を使用した無垢フローリングです。天然木は水分を吸収、

発散致します。乾期に収縮、梅雨時期に膨張しますが、御使用上何ら問題はあ

りません。

通常のお手入れ
①日常のお手入れは、掃除機をかけるか、通常は乾いた布（モップ・雑巾等）で

カラ拭きして下さい。

　水拭きは、出来るだけ避けて下さい。行う場合は雑巾をきつく絞って下さい。

②日常的に水拭きを行うと長期の間に表面材に割れが発生する場合があります。 

③水をこぼした場合、直ちに拭きとって下さい。そのまま放置しますとフローリ

ングの反りが発生することがありますのでご注意下さい。 

④床面にキズを付けると、キズの部分から汚れが染み込み見苦しくなりますので、

なるべくキズを付けないよう心がけて下さい。 椅子など移動する物は、なるべ

く持ち上げて移動するようにして下さい。

のお手入れ方法と留意事項

Note

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の

お
手
入
れ

フローリング
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